
 

 

 

 

 

ヤン・ゲルストバーガー「URUBU NOIR」 

会期: 2026 年 9 月 26 日（土） – 10 月 24 日（土） 

会場: タカ・イシイギャラリー 京橋 

オープニング・レセプション: 9 月 26 日（土）17:00 – 19:00 

 

タカ・イシイギャラリー 京橋は、9 月 26 日（土）から 10 月 24 日（土）まで、ヤン・ゲルストバーガー

の個展「URUBU NOIR（ウルブ・ノワール）」を開催いたします。タカ・イシイギャラリーでは 2023 年

以降 2 度目の個展となる本展では、新作のペインティング作品 8 点を展示いたします。 

 

ゲルストバーガーは本展「URUBU NOIR」のために、1 枚の大きな壁画の断片とみなせる新しい絵画の

シリーズを制作しました。個々の作品は自立しつつも、組み合わさることで 1 つの構成を形作ります。こ

のアイデアの根源にあるのは、個々の場面が別々に描かれながらも、より大きなイメージの一部として体

験されることを意図していた 15 世紀イタリアの偉大なフレスコ画の連作です。 

 

本シリーズの出発点となっているのは、クロコンドル（学名: Coragyps atratus、別名: アメリカン・ブラ

ック・ヴァルチャー、メキシカン・ヴァルチャー、ソピロテ、ウルブ、ガリナソ）です。この鳥はアメリ

カ大陸の広範囲に生息し、メキシコ全域でよく見られます。ゲルストバーガーは、コンドルの群れが集ま

り、太陽に向かって翼を広げたまま立つ姿に関心を持ちました。日光浴をするこの習性により、鳥たちは

黒い羽に太陽の光を浴びせることができます。それは体を温めて乾かす助けとなり、寄生虫や微生物を減

らす効果もあると考えられています。 

 

作家にとって、この何気ない日常の習慣が本展の出発点となるイメージになりました。群れをなして立ち、

太陽に向かって翼を広げる黒い鳥たちの姿は、それ自体がまるで絵画のようです。翼は反復的な形態を作

り出し、群れが一体となって集合的な風景を作り出しています。また、このイメージには変容の感覚も宿

っています。鳥たちは太陽の光を取り込み、自身の体にとって役立つものへと変えているのです。 

 

出展作品には新しい技法が用いられています。ゲルストバーガーはまず、メキシコの太平洋沿岸で採取し

濾過した砂をキャンバスに覆うことから始めます。その上から工業用塗料を幾重にも塗り重ねた後、油絵

具で描き込んでいきます。このプロセスにより、伝統的なキャンバス地というよりも、石やコンクリート、

あるいは洞窟の壁面のような質感を持つ、ざらざらとした重厚な表面が生み出されます。あたかも壁面に

直接描いているかのようにそれぞれの作品にアプローチし、壁画のような存在感を帯びるまで、ゆっくり

と画面を構築していきます。 

 

またこのシリーズは、色彩の変化も示しています。過去の作品に見られたような明るく多彩なパレットの

代わりに、「URUBU NOIR」ではシルバーやグレー、そして青、黒の色調を中心に構成されています。砂

質の表面を光が移動することで、金属のような輝きを放つ部分もあれば、暗く光を吸収する部分も生まれ

ます。 



 

ゲルストバーガーの制作は長期にわたり、絵画とテキスタイル、工芸と工業用素材、抽象と具象の間を行

き来してきました。これまで綿繊維、モップ、工業用布などの日用品を用い、色彩、ステッチ、織り、描

写、コラージュを通してそれらを作品へと昇華させてきました。そこから生み出されるイメージは、自然、

大衆文化、美術史、そしてメキシコでの身の回りの環境といった、本来は相容れない要素を一つに結びつ

けています。 

 

「URUBU NOIR」では、コンドルというモチーフと壁画というアイデアを通じて、こうした多様な関心

が一つに収斂しています。個々の絵画は巨大な壁の一部であり、太陽へと向かうコンドルの日常的な営み

は、引き寄せあい、光に身をさらし、新たな姿へと生まれ変わることについてのメタファーとなるのです。 

 

ヤン・ゲルストバーガーは 1983 年フランス南東部カーニュ＝シュル＝メール生まれ。現在メキシコ、ク

イクスマラを拠点に活動。フランスのマルセイユ美術大学で絵画と彫刻を学び、2007 年に修士号を取得。

これまでに Museo Tamayo（メキシコシティ、2020 年）、Museo MATE（リマ、2019 年）、オーストラリ

ア現代美術センター（メルボルン、2018年）、Museo de Arte Contemporáneo Querétaro（ケレタロ、2018

年）、Le Consortium（ディジョン、2018 年）、MO.CO.（モンペリエ、2016-17 年）、パリ市立近代美術館

（2013 年）、Power Station of Art（上海、2013 年）、パレ・ド・トーキョー（パリ、2010 年）などで作品

を展示。近年のプロジェクトに、NGV トリエンナーレ Ian Potter Centre 会場（メルボルン、2020-21 年）

での「A Mangrove at Dusk」など。作品は Collection Mario Testino （リマ）、National Gallery of Victoria 

（メルボルン）、ペレス美術館（マイアミ）、Fond national d’art contemporain（パリ）、Alumnos 47（メ

キシコシティ）、Fundación Calosa（イラプアト）などに収蔵されている。 

 

ぜひ、貴誌・貴社にてご紹介くださいますよう、よろしくお願いいたします。なお、掲載用写真の貸出など、ご質問が

ございましたら下記までお問い合わせください。 

タカ・イシイギャラリー 展覧会担当: 上松エリサ プレス担当: 野田舜士 (press@takaishiigallery.com) 

Seiya Nakamura 2.24 Inc. 田邉友里恵 (yurie@seiyanakamura224.com)、尾崎悠一郎 (yuichiro@seiyanakamura224.com) 

〒104-0031 東京都中央区京橋 1-7-1 TODA BUILDING 3F tel: +81 (0)3 6434 7010 fax: +81 (0)3 6434 7917 

e-mail: tig@takaishiigallery.com website: www.takaishiigallery.com 

営業時間: 11:00 – 19:00 定休日: 日・月・祝祭日 

 

 

Yann Gerstberger 

“soak up the sun”, 2026 

Oil pastel, chalk, enamel paint and sand on canvas 

216 x 170 cm 
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